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３．事後評価結果 

 

本研究課題は、自己回帰型ニューラルネットワークを用いた社会シミュレーションのサロゲート

モデリング手法の開発とその実証を達成し、その成果は高く評価できる。特に、マクロスケールの

人流や交通シミュレーションの構築という課題に対し、ドメイン知識を活用する方法を開発し、そ

の有用性を実データで検証した点は画期的であり、3 件の特許出願という形での成果の具現化も評

価に値する。 

さらに、開発した技術を実課題へ応用し、学習データ分布外での性能低下の問題への対処という

新たな課題にも取り組んでいる点は、進展性と応用性の高さを示している。これらの研究活動は、

大規模イベントの交通マネジメントという社会的な課題解決に寄与する可能性を秘めており、その

社会実装への取り組みも評価できる。 

研究期間内に論文として成果をまとめられなかった点は残念ではあるが、本研究課題を発展させ

るプロジェクトがさきがけに採択されており、今後の成果に期待したい。 

  


